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◆講義項目◆ 
 

Ⅰ. まちづくりと都市計画 

 １. まちづくりの体系と法制 

 ２. 総合計画と国土利用計画 

 ３. 都市計画のしくみ 

 ４. 都市計画マスタープラン 

 

 

Ⅱ. 土地利用と交通 

 １. 土地利用と交通の関わり 

 ２. 土地利用プランづくり 

 ３. 交通ネットワーク 

 ４. 交通施設整備の課題 

 

 

Ⅲ. 開発許可と建築確認 

 １. 土地利用誘導施策の体系 

 ２. 開発許可制度の概要 

 ３. 建築許可・確認制度の概要 

 ４. その他の誘導施策 

  （１）農業振興地域制度 

  （２）自然環境保全地域制度 

  （３）各自治体の取り組み 

 

 

 

 

Ⅳ. 都市景観形成のしくみ 

 １. 景観法の概要 

 ２. 景観計画と景観誘導施策 

 

 

Ⅴ. 市街地開発事業 

 １. 既成市街地と新市街地 

 ２. 土地区画整理事業の概要 

 ３. 市街地再開発事業の概要 

 ４. 新住宅市街地開発事業 

 

 

Ⅵ. 公園や緑地の整備 

 １. 都市の公園緑地の役割 

 ２. 公園緑地政策の概要 

 ３. 緑の基本計画・マスタープラン 

 ４. 市民協働による公園緑地の保全 

 

 

Ⅶ. 理想都市の実現のために 

 １. 中心市街地の活性化 

 ２. コンパクト化の必要性 

 ３. ネットワーク化とは 

 ４. 市民協働型のまちづくり 

 ５. 理想のまちの姿とは 

 

【講師紹介】 技術士 建設部門（都市及び地方計画）、総合技術監理部門（建設） 西本 和正 氏 
 
昭和 53 年 4 月 大津市役所入職。下水道建設課、市街地開発課、都市計画課計画係長、建築指導課管理係長、開発調整課

指導係長、企画調整課参事、都市景観課課長、都市計画部管理監兼開発調整課長、企業局次長（下水道部担当）等を歴任。 
平成 24 年 4 月大津市監査委員事務局書記（工事監査総括）。平成 29 年 3 月退職。  

【資格等】  技術士 建設部門（都市及び地方計画）、総合技術監理部門（建設）、一級土木施工管理技士、下水道技術検定 
（第１種）、測量士補 他。  

【所属学会等】 土木学会、日本都市計画学会、日本技術士会、地盤工学会関西支部 他。 

※庁内実施のご相談も承っております。担当までご連絡ください。 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 

日本経営協会・中部本部 竹本 行 （この面をそのままＦＡＸしてください）              ＦＡＸ（０５２）９５２－７４１８ 
□ 日本経営協会会員  □一 般 （該当する方にレ印を付けてください） 

60010219   「都市計画・開発許可・建築指導の基本と実践」 講座・参加申込書             ［Ｈ30/5.30-31］ 
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所属・役職名 

               

氏名 

              印

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 

              
＜通信欄＞ 

 

所在地 
〒 
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年

ヶ月 
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ヶ月 
※請求書の宛先についてご教示ください。（□団体名と同じ   □その他                       宛） 
・3 名様以上でお申込の場合は、別紙等に記載しあわせてお送りいただくか、複写してご利用ください。                                                         
・参加申込書にご記入いただいた情報は、以下の目的に使用させていただきます。 

①参加券や請求書の発送などの事務処理 ②セミナーなど本会事業のご案内 なお②がご不要の場合は、右□をチェックしてください。 □ 


